















































































































































































































































































































































































































































































































































札幌市北1西2付近 甲の鉢 宇田川校註83，阿部19 明治20年7．14発掘
札幌市北1条養蚕所付近 銀前立ある甲状 宇田川校註83、阿部19 明治20年7．13発掘
札幌市南1条 13間星兜 宇田川校註83，福士85 本論図7－4，北大博物館蔵
札幌市北1西8 （上記と同一か） 後藤37，阿部19 明治22年7．14，21発掘
浦臼町 野村編69
〔形町札比内 浦臼町史67





留萌市エンドマッカ 12間星兜（杏葉，支那製兜） 平安 留萌町史45，福十85 本論図6－1、明治31年頃発掘、町教育委員会蔵
留萌付近 宇田川校註83 久慈貞次郎，明治26年頃発掘
厚真町 筋兜（鍬先） 南北一戦国 宇田川校編84．宇田川校註84、福士85 本論図7－8、明治42年発掘
平取町ポロモイチャシ跡 星兜？残欠 Ta－b以前 道理文センター86 本論図6－3
静内町駒場貝塚付近 14間星兜 室町一江戸初 宇田川編84．河野63．福士85 本論図7－7，青銅製
陸別町トラリ1チャシ跡付近 34間星兜（盾庇．鎧鍋、刀槍） 南北朝後期 陸別町史94．宇田川編841福十85 本論図7－6，足寄町謹寺蔵
釧路市緑ケ岡 14－16枚張星兜 平安後期 山岸74，福士85 本論図7－5





















































































































































































































遺跡名 伴出品 長さ㎝ 文献 備考
栗山町角田村桜山 45．5 阿部19，金田一・杉山43，高橋29，東京国博編92 本論図8－1，大正5年6．6発見
同 47．5 同 本論図8－2　同
同 48．5 同 本論図8－3同
同 同 本論図8－4　同
同 46．3 同 本論図8－5同
同 同 本論図8－6　同
同 同 本論図8－7同
積丹町小泊観音寺境内 鍋，キツネ頭骨 犀川会編33，杉山33，金田一・杉山43 本論図8－8，明治26年6．9発見
同 同 42．4 同 本論図8－9同
小樽市 宇田川編84 北海道出土とあるが出土地不明
瀬棚町 鍔切羽，刀縁頭他 阿部19，高橋29 明治17年発見
森町湯の崎の丘 阿部19，高橋29，蝦夷島奇観，蝦夷漫画 宝暦元年発見，数枚
八雲町落部 児玉71 本論図9－4
厚真町 筋兜 宇田川校註83 明治32年発掘，散失
札幌市南1条 星兜，刀 宇田川編84，犀川会編33 本論図8－10
札幌市北2条西1丁目 太刀，兜木製矢尻 阿部19，高橋29 旧農学校地内，明治20年7，14発掘
同 太兀鉾内耳鍋 阿部19，高橋29 明治22年7．21発掘
札幌市北1条西18丁目 太刀，シトキ，兜 阿部19，高橋29 旧養蚕所付近，明治20年7．13発掘
札幌市北1条西8丁目 太刀，鏡，鍋他 阿部19 明治22年7．14発掘，C416遺跡か
深川市納内3丁目付近 人骨煙管，太刀 阿部19，高橋29 明治35年頃発見
静内町シベチャリ山中 43．9 高橋29，杉山26 本論図8－11，安政4年8月発見
静内町 松前志 寛文10年シャクシャインの戦い後，松前家に献納


























































































































遺跡名 伴出品 直径・厚さcm 時期 文献 備考
余市町大川迂回路地点P－9墓 太刀，刀子，刀葬具滑鎌 10．0・0．9 中世 安西他01 本論図10－1
余市町大川迂回路地点P9墓 同 11．5・0．8 中世 安西他01 本論図10－2
余市町大川迂回路地点P9墓 同 8，7・0．7 中世 安西他01 本論図10－3
余市町大川迂回路地点P・42墓 箱，櫛紐漆器，刀子 9．7 中世 安西他01 本論図10－4
余市町道道地点P－47墓 漆器 10．1・10．7 中世 安西他01 本論図10－5
余市町大川 9ユ・0．7 室町末期 乾・小川00，青木96 本論図10－6，菊花散双雀鏡
余市町大川 （10．0）・0．8 室町後期 乾・小川00，青木96 本論図10－7，菊花？双雀鏡
余市町大川 6．0・0．2 江戸後期 乾・小川00，青木96 本論図10－8，竹梅竹垣図柄鏡
余市町大川 11，0・0．8 南北朝 青木96 本論図10－11，唐花双雀鏡
余市町入舟GP1墓 8ユ・0．8 室町中一後期 岡田・宮99，青木96 本論図10－9，菊水双雀鏡
余市町入舟 11．3・1．0 鎌倉末期 岡田・宮99，青木96 本論図10－10，菊花双雀鏡
千歳市末広IP90墓 北宋銭3 11，6・0．3 室町後期 田村他81 本論図11－12
寿都町朱太川左岸1号墓 青銅製替 10，5・0．8 室町 大場他63 本論図11－13，菊花双雀鏡
寿都町朱太川左岸1号墓 同 10 鎌倉末期 大場他63 本論図11－14，山川松鶴鏡
寿都町朱太川左岸 7．2・L1 大場他63 本論図11－15，宋鏡
ヌには強くあるようであり，鏡をシコルントンビ（眼の光るもの）と呼称するところからも，飾板
は基本的に円形を呈し，光を放つ鏡である事を第一義としたものであって，それはシャーマンが邪
気を払う呪物に鏡を用いるのに基本的には通ずるものと考えられる」（p．33）と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもに　に　しべつ
　ではここで，このsitokiに相当する考古資料をみておこう。図11－16は阿寒町下仁々志別遺跡の
アイヌ墓出土の真鍮製の首飾りの飾板である（西・松田編1983）。ガラス玉（蜜柑玉2，管玉1，
丸玉255）・刀子・吊耳鉄鍋とともに副葬されていた。17は瀬棚町南川2遺跡4号墓に伴ったsitoki
と考えられている円板状銅製品である（田部・田村1985）。アイヌ玉（蜜柑玉3，丸玉3，平玉
120）・鉄鍋・漆器片が副葬されていた。15世紀初頭から17世紀中頃までの年代といわれている。
18は根室市コタンケシ遺跡のアイヌ墓出土のsitokiの一部と考えられている金属板である（川上編
1994）。他にガラス玉（409点）・玉（2点）・古銭（永楽通宝・洪武通宝・元祐通宝・元豊通宝・
熈寧元宝・皇宋通宝・景祐元宝・祥符元宝・淳化元宝・開元通宝，16点）・内耳鉄鍋・漆椀・銅
製金具つき木製品などがある。近世アイヌ期とされているが，内耳鉄鍋から15世紀から17世紀前
葉の年代が考えられるものである。
　以上，アイヌ墓から出土したsitokiと考えてよい金属製円板をみてきた。ガラス玉を伴うtamasay
あるいはsitokiは墓に副葬品として入れられることはほとんど無いようである（大塚1993）が，例
外的に以上の諸例を挙げることができたのである。さらに参考資料として，図11－19を挙げてお
く。余市町大川遺跡の遺構外から出土した金属製飾具である（乾・小川2000）。sitokiの形状はふつ
うは円形であるが，特殊な例として大陸渡来の円形以外のものがあることを児玉作左衛門（1965）
が紹介している。あるいはそのような特殊例としてこの資料を位置づけてよいのかも知れないと考
えて，ここに紹介しておいた次第である。
　では次に，威信財あるいはikor的存在としてよいかどうか判断に悩むが，興味ある遺物をみてお
きたいと思う。それは図11の下段に示した鉄製コイル状垂飾品である。20～27は常呂町ライトコ
ロ川口遺跡のアイヌ墓から出土したものである（東京大学文学部考古学研究室・常呂研究室編
1980）。11点のこの種の垂飾品があるが，ガラス玉（約70点）・鉄製短刀・銅製鍔とともに副葬さ
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れていた。サハリンやアムール川下流域のシャーマンの飾帯につけられる金具と関連すると考えら
れている。15世紀頃の年代が与えられるであろう。これに酷似する資料が平取町二風谷遺跡でも遺
構外から出土している（北海道埋蔵文化財センター編1986）。図の28～30であるが，他にも数点み
られる。1667年降灰の樽前b火山灰（Ta．　b）より下層出土で，擦文時代のものと報告されるが，
筆者はライトコロ例と同じ年代を考えている。さらに近世アイヌ期のものとして，31に示した千歳
市美々4遺跡のIP－9号墓出土例がある（熊谷・藤井1998）。1点のみであるが，20～30の資料と
まったく同じものである。また図示されてはいないが，余市町大川遺跡のGP－4号墓からも16点の
螺旋状鉄製品がガラス玉40点とともに出土している（秋山・宮1994）。中世に属するとされる。こ
れらライトコロ川口遺跡例とこ風谷遺跡例については，菊池徹夫が注目している（菊池1990）。「ア
イヌ文化の中心地である日高沙流川流域と，オホーツク海沿岸とが，この小さな鉄製品によって確
実に結ばれたのである。…その結果，日高・石狩・胆振といったアイヌ文化圏とオホーツク海・樺
太方面とを結ぶ意外に太い文化交流・交易ルートの存在が立ち現われてくるのではないだろうか」
（p．275）と。さらに「アイヌ文化の少なくとも一部は，むしろオホーツク海沿岸地帯で，オホーツ
ク系文化と擦文系文化とが接触する中で形成されていったとみるべきなのではないだろうか」（ibid．）
と述べている。アイヌ文化の形成過程を探る上で視点の一つに入れるべき指摘である。さらに菊池
徹夫は大川資料の追加をみた後，発言している。「問題の鉄製コイル状垂飾が，我々の推測どおり
本来北方系シャーマンの帯飾りのようなものと関係ありとすれば，当然，サハリン方面との交流が
考えられよう。オホーツク海沿岸のみならず，遠く日高沙流川流域，さらには余市にまで，この時
期こうした大陸・サハリン系の文物がもたらされている事実は重要であり，ガラス玉の流入ルート
についても示唆的なのではないであろうか」（菊池1995：231）。
　また，図11－32～34の注目すべき銅製品がある。32と33は平取町二風谷遺跡出土（北海道埋蔵
文化財センター編1986）のもので，四弁花形で各端に2本の刻線が入っているとされる。裏には紐
がつくような突起がみられる。一応は刀の飾金具に分類されているが，刀装具ではないかも知れな
いといわれる。直径1．7cm，高さ0．35　cmである。34は未報告資料であるが，常呂町トコロチャシ
跡遺跡オホーツク地点7号竪穴住居祉出土の青銅製品で，骨塚の傍から出土しているのでオホーツ
ク文化に属することは確実なものである。大きさは1．65×1．69cm，高さ0．27　cmである。裏面には
紐通しがついている。四弁花形は二風谷遺跡の2点より突出している感じであるが，類似品とみな
してよいであろう。そのような例は，シベリア大陸に類例を見い出すことができる。例えば蘇輻文
化のトロイツコェ墓祉（丑epeBHHRO1977）やいわゆる女真文化とされるナデジンスコェ墓祉，ボ
ロニ墓」止（Me丑BeAeB1977）などで出土しているのである。四弁の部分に2～4本の刻線が入る例
もある。小型帯金具と呼んでおこう。この二風谷遺跡と常呂町の出土例は，奇しくも前出の鉄製コ
イル状垂飾品と同じ常呂町と平取町を直接に結ぶような出方である。北方系の遺物であることから
オホーツク文化を経由した交易システムが存在したことを物語っているのであろう。
　では最後に，アイヌ文化の中に完全に入り込んだ本州からの産品をみておこう。
　それは図12に示したものであるが，上ノ国町勝山館跡出土の白磁皿である。松崎水穂（2001）や
榎森進（2001）も注目しているところであるが，その底面に記号がみられるのである。そのような
記号は，アイヌが所有する木椀（漆椀も含む）の底面に製作後に刻まれるイトクパ（itokpa二祖印）
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図12　sirosiが刻まれた勝山館跡出土の白磁皿（上ノ国町教育委員会蔵）
あるいはシロシ（sirosi＝印）と同じ目的で，本州から搬入された後で刻まれたものである。勝山
館跡からは他にも天目茶碗や黄天目あるいは鹿角製マキリの柄，マキリの鞘，矢筒？，漆椀などに
sirosiが刻まれている遺物がみられる。天目茶碗や漆椀はこの白磁皿と同様に本州から搬入された
もので，勝山館に住んでいた和人が本来所有していたものであったはずである。それが同居してい
たアイヌに渡され，アイヌが自らsirosiを刻んだのであろう。おそらくikor的存在として扱ってい
たことと推量される。ちなみに小野正敏は，「戦国時代に好まれた骨董品」として白磁梅瓶・四耳
壷，青磁盤，青磁酒海壼、青磁花生，青磁太鼓胴盤，天目茶碗・茶入，元代染付などを挙げ，それ
らの希少品の15～16世紀の東国の城館」止の中での位置づけを考えている。そしてそれらを威信財
として扱っているのである。勝山館跡の場合も青磁盤や青磁花生，天目茶碗などが出上しており，
「日常の生活用具としての陶磁器などを大量に消費する富と経済力，その手段は持っていたが，政
治権力や権威を誇示するための威信財は非常に少ないという特徴を示しています」としている（小
野2001：318）。勝山館の館主のこのような威信財に対する考え方と，そこに同居したと考えられ
るアイヌの人たちのsirosiを刻んだ白磁皿という威信財は，今後の研究課題となってくるであろう
と考える次第である。
5．結びにかえて
　以上，擦文文化・オホーツク文化そしていわゆる中世・近世のやや特殊な遺物をみてきた。それ
らを「威信財」あるいは「ikor的存在」として考えてみたのである。それには本州産品の南からの
流入があり，またオホーツク文化を経由しての、あるいは中世段階ではサハリン経由の北方からの
交易品が認められた。さらに朝鮮半島や中国の品も入ってきているが，それらの交易ルートはまだ
不確かであるが本州経山と考えてよいであろう。
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　ところでそのような物質文化の交易であるが，今回取り上げたように，オホーツク文化の目梨泊
遺跡とモヨロ貝塚は，擦文文化と中・近世の余市町大川遺跡と同様に，他とは比較にならないほど
多量のikor的存在資料を出土している。そのことはこれら三時代の遺跡はそれぞれオホーツク文化
と擦文文化および中・近世の重要な拠点であったことを意昧していると考えられる。すなわち拠点
港であったとみることができるのである。それは，海流の流れと穏やかな湾内の泊港としての立地
図13　目梨泊遺跡（上）と大川遺跡（下）付近の環境
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条件からも言えることである。例えば図13に目梨泊・大川遺跡付近の環境を示しておいた。上の目
　　　　　　　　　　　　　　かむいざき
梨泊遺跡の場合は，断崖絶壁の神威岬の陰の小入江奥地に立地している。この神威岬は，山田秀三
によると，「岩岬が海中に鋭く突き出していて，アイヌ時代はカムイ・エトゥ（kamui－etu）と呼ば
れた」とされ，さらに目梨泊は「メナシ・トマリmenash－tomari東風（の時）の・泊地」と解釈さ
れ「東側に細長い岩岬が長く出ていて今目梨泊岬という。それが防波堤のようになっているので，
東風の荒れる時には正に有難い停泊地になったことであろう」（山田1984：171）と説明されてい
る。下の写真の大川遺跡付近は，シリパ岬と呼ばれる断崖絶壁の岬があり，その陰の小入江の奥地
に立地しており，目梨泊と同じ景観にある。同じく山田秀三によると「余市市街の西側に高いシリ
パ岬が海中に突き出していて，小樽の東の方からでもよく見える。シリパはシリ・パ（山の・頭）
の意で，海中に突き出している岬のことである」（p．486）とされている。
　ところで，瀬川拓郎は擦文時代の交易を考えている（瀬川1997）。つまり，擦文時代初期には
「北海道土師集団」（道南から道央にかけて東北北部の土師器文化を担う本州系の人々）がイニシァ
ティブをとり，各地の在地集団に本州産品を流通させた「求心性の強い交易体制」の「初期求心型
交易」を想定している。大川遺跡の鋳帯金具などを視座に入れている。9世紀後葉頃は「地域的交
易」（多元的交易体制）が確立したとされ，例えば北部日本海沿岸では河口港としての性格を強く
もつ集落遺跡を考えている。この頃のオホーツク文化集団も，「擦文文化の地域社会と本州産品の
安定的な流通をみるに及んで，擦文社会との交流はもはや不可避なものとなっていったと思われる」
（p．23）といわれる。10世紀後葉頃は，日本海沿岸の交易を「日本海沿岸集団」が，大平洋沿岸の
交易を「太平洋沿岸集団」が本州北端に積極的に進出していったとしている。11世紀中葉は，「道
東部集団」がクリール諸島に進出し，11世紀中葉以降は交易の前線を拡大し，本州から北方社会に
至る広大なネットワークを自ら築き上げていたという。
　これに対して，12～16世紀の中世陶磁器の北海道での出土地を検討しているのが吉岡康暢であ
る。そしてそれらから得られた結論として，「14世紀初めころを上限として大川中世遺跡に代表さ
れる和人集団が，港湾を核とするアイヌ集団との交易場ないし特産物を直営的に調達する基地を，
余市と鵡川を結ぶ道南の河口部に一斉に設営」したと述べている（吉岡2001：437）。ここにも大
川遺跡が果たした役割が現われている。吉岡は「北日本の中世遺跡と交易ルート」という図を示し
ているが，それをもとに一部改変して，ここで扱った擦文文化の遺跡とオホーツク文化の遺跡など
を加えて図14のような図を作成してみた。本州からの交易ルートの細い破線は大平洋沿岸，石狩川
流域，旭川・深川～小平，天塩川流域，沙流川流域を延長させて示しておいた。さらにオホーツク
文化の流れ換言すれば北方交易ルートを太い破線で示している。この図では，日本海側では天塩地
方で南と北のルートの接点がみられ，太平洋側では根室地方に接点を置いている。今後は内陸ルー
トの探究も要求されるところであるが，現状ではこのような主に海岸線をめぐる交易ルートしか考
えることができないのである。Renfrewの交換モードをより具体的に述べるには今少しの時間を必
要としているといえよう。
　では以下に，チャシに宝物（ikor）とされるものが収められている例をみておく。
　松前廣長の『松前志』（1781）には「夷方にて不義をなし，或は罪あるものには，宝物を出さす
るを法とす。是をツクナイと云ふ。法に背きて財を出さぶれば，闘争に及ぶなり。…故に大邑の酋
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図14　擦文・オホーツク文化と中世・近世遺跡（吉岡2001を元に加筆）
豪たるものは必ず一郭の高山をチャシと名けて，此によるなり」とみえる。
　立松東作の『東遊記』（1783）では「東蝦夷地に大きなるチャシ持たる者有。…四間に六間の蔵
三ケ所其上にあり。…蔵にはさまざまの重宝又は干魚の類を貯へ置しと云」と記録されている。
　また荒井保恵の『東行漫筆』（1809）では「クナシリのッキノヱクスリの乙名タシヤニシと申も
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のたがひにあらそひてツキノヱのかたよりたから物を奪ひに来るとき，急でクスリの夷人タシヤニ
シを大将として弓矢竹槍を持て此チャシに集まりたると云」とある（アンダーラインは筆者）。釧
路市カツラコイチャシを指していると考えられる。
　チャシには，「宝物」「重宝」「たから物」という表現でikorが置かれていたことがみえるのであ
る。これらの他にチャシにまつわる伝承にも宝物が登場しているので，それを拾い上げておこう。
それには「実在のチャシ」の他に伝承や地名あるいはユーカラ（yukar）だけに残る「カムイチャ
シ」も含めておく。また，参考資料は宇田川洋編（1981）を基本とし，A2などの記号は参考資料
による伝承の分類である。
　1礼文町チャシュトマリのチャシ：対天塩・増毛・磯谷アイヌ，A2，宝物とその埋納
　2愛別町イカウシのチャシ：対十勝アイヌ，A2，　topattumi（盗賊）と宝物
　3新十津川町チャシケショマナイのチャシ：F，強盗と財宝
　4余市町天内山チャシ：対虻田アイヌ，A2，宝物
　5平取町オタリオマップチャシ：対十勝アイヌ，A2，　topattumi（宝を狙う謀叛人）と宝物
　6平取町アペッチャシ：F，秘密倉庫に宝物を埋納
　7様似町エンルム岬チャシ：B－1，宝物掠奪
　8陸別町ユクエピラチャシニ対厚岸アイヌ，1辺，宝物岩穴隠し
　9浦幌町オタフンベチャシ：対厚岸アイヌ，1L2，宝物
　10釧路市カツラコイチャシ：対北見アイヌ・国後アイヌ，A2，鎧・刀・家宝
　11釧路市ハルトリチャシ：対根室・厚岸アイヌ，1L2，宝物洞窟隠し
　12釧路市モシリヤチャシ：F，宝物（飾太刀・角盟）と熊皮・鷲羽の交換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　13阿寒町ポンタッコブチャシ：対厚岸アイヌ，A2，　ikasitumi（集団強盗）と宝物
　14白糠町サシウシチャシ：対厚岸アイヌ，1L2，　ikasitumi（盗賊）と宝物
　　　　　さかさおんこ
　15厚岸町逆水松チャシ：対阿寒・塘路・屈斜路・網走アイヌ，A2，世襲の宝物
　16根室市ノッカマフチャシ：」堅2，宝物隠し
　17根室市ホニオイチャシ：対千島アイヌ，A2，宝物掠奪
　18標津町ソーケショマナイのチャシ：対北見アイヌ，A2，財宝
　19紋別市チウェンチャシ：対日高アイヌ，1L2，宝物
　20網走市桂ケ岡チャシ：対湧別・紋別アイヌ，A2，宝物掠奪
　以上，管見の限りでは20のチャシとikorが結びつく例を拾い上げることができた。そして，そこ
にはikorを土中や秘密倉庫に埋納するとか岩穴や洞窟に隠すといった行為がみられる。そのことは，
前述の鍬先のようなikorの扱いと同様に考えることができるであろう。すなわち，事ある時に鍬先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぶ
を取り出して祈祷すると悪神を祓い，怨敵も退けるが，通常時は山地の穴（kimuspu）に隠したり
する行為である。ここにikorとチャシの関係が認められるのである。ちなみに平山裕人は平取町ア
ペッチャシの「秘密倉庫（キヤムスプ＝kimuspu）」伝承をもとに次のように述べている。すなわち
「同伝承は，チャシがアイヌの中でも富裕層でなければ所持できないことを伝えている。また，チ
ャシを持てないアイヌも宝物（富）を求め，それを集積したことを伝えている。このことはチャシ
構築が単に集落間の争いに応じて行われただけでなく，集落内においても富裕を象徴する建造物で
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あったことを知らせる。要するにチャシ構築の原動力は，集落間・集落内にかかわらず，富を求め
る競争であったということができる」（平山1994：311）と。
　また，このikorとチャシの結びつきの他にikorの掠奪行為がみられたが，そこにはtopattumiが多
く関係している。すなわちtopattumiとは，「夜討・夜襲」（知里1956：132）とか「群盗；かつて
あったと伝えられる集団強盗。村ぐるみで他村を襲い，財宝を奪って村人をみなごろしにする」（中
川1995：287）という意味であるという。2・3・5・13・14のチャシでみられたが，他に，
　　　　　　　　　　　　　　の　21枝幸町川尻チャシ：ikkatumi（無頼の徒）
　22穂別町ノットカチャシ：部落荒し
　23穂別町ハッタルシナイチャシ：topattumi（夜盗の群）
　24静内町ホヨチャシ：軍盗団
　25平取町ヌベルンナイチャシ：夜盗の一団
　26平取町ウコレイチャシ：topa血1mi
　27平取町ニオイチャシ：topattumi
　28平取町ウンチャシ：topattumi
　29平取町サルパチャシ：topattumi
　30門別町アッペッチャシ：野盗
　31本別町ニカルシピラチャシ：topattumi
　32足寄町トメルベシベのチャシ：夜盗
　33阿寒町ペルブナイのチャシ：強盗団
などのチャシにtopattumi他の伝承が見出せるのである。このような諸例は直接にikorと結びつかな
くても，その内容にikorの掠奪を目的としている場合も多くあったであろうことは推測に難くない。
このtopattumiに関しては扇谷昌康（1980）がすでに触れている。まずトゥミルペシベtumLrupespeな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　るる地名が残っているが，それは夜盗が山越えして下ってくる路の意味であるという。日高地方の沙流
　　　は　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としべつ
川筋と波恵川筋，十勝地方の利別川筋に残っているとされる。そしてこれらのtumi－rupespeが
topattumiにかかわる故事に由来するアイヌ語であることを指摘しているのである。現在の状況では，
チャシとikorそしてそれをめぐるtopattumiの事例と内容をここまでしか追求できないが，これらの
研究課題こそ，渡辺仁が指摘したチャシの社会的意義を理解する社会考古学的視点なのであろう。
　このアイヌ社会のikorに関して注目した岩崎奈緒子は，別に以下のように結論している。「アイ
ヌは，刀剣ほかの金属類，漆器類や玉，織物など，日本をはじめとして，カラフト・千島列島など
外部からの移入品を『宝』として珍重した。アイヌが和人との交易を希求した要因として注目され
るのは，この『宝』が紛争・契約といった社会生活上の重要な局面で授受されるという，アイヌの
社会構造の特質である。『宝』は，紛争の際には，賠償を意味するツグナイに当てられた。ツグナ
イの授受が成立すれば解決，成立しなければ武力闘争へという二つの段階があり，ツグナイは武力
闘争を回避する機能を持っていた。ツグナイを要求された側が，その要求に応じることができない
場合には，『宝』を支払うかわりに，人身を差し出す場合があった。有力アイヌ集団のウタレはこ
うして再生産されており，『宝』の保持は，アイヌの社会的な立場を決める不可欠の財であった。人
的な協力関係をはじめとして，種々の契約を結ぶ際には，『宝』が証拠として授受された。これは
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手印と呼ばれる。漁業の領域を決める場合にも，手印がやりとりされ，生業を行う上でも『宝』は
不可欠の品であった。このような社会において，『宝』をより多く持つ者が，社会的に有利な立場
にあったことは想像に難くない。有力アイヌは『宝』を集積しており，その勢力はこの『宝』によ
って支えられていたのである」（岩崎1998：233－234）。
　アイヌ社会においてikorの占める比重の濃さがここに表現されているが，今回ここで扱ったよう
な「ikor的存在」とした考古資料が，各時代時代で果たした社会的役割を究明するための参考とな
れば幸いとするところである。
主一言
ロ
（1）一鳥居龍蔵がいう「蝦夷アイヌ」には国後・択捉
島のアイヌも含んでいる。
（2）－The　Chukchee．　Memoirs　of　the　American　Muse
um　of　Natural　History．　VoLXI．　New　York．19041909．
（3）－7点の資料のうち4点（図8－1～3・5）は重要
美術品指定で東京国立博物館蔵となっている。
（4）一一高橋勇（1929）は「男孫太」としているが，杉
山寿栄男（1926）では「松浦孫太郎」とある。
（5）－ika・si－tumi（越える・それ・戦い）と解釈すべき
であろうか。
（6）一前述の杉山寿栄男（1926）ではキムシプkimush－
puとなっているが，中川裕（1995：158）によると，キ
ムシプkimuspuとあり，「盗賊にとられないように宝物な
どを隠した山中の洞窟」であるという。
（7）－ikka，tumi（盗む・戦い）の意味であろう。
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ATrial　Theory　on　the　Formation　of　the　Aynu　Culture：
On　the　Prestige　Goods　or　the正or　such　as　Treasures
UTAGAwA　Hiroshi
　　H．WATANABE（1992）reported　that江it　can　put　the　histoIy　of　chas力∫upon　the　history　of　treasure，　it
will　be　enlightend　a　way　to　understand　the　social　meaning　of　c加sh∫through　the　relation　of　the　social
structure　between　the　chashi　and　the　treasure．　And　he　considerd　so　that　the　treasures　are　inducements
or　a　purpose　of　the　struggle，　both　the　treasures　and　c力as力∫are　the　constructed　element　of“battle　com－
plex”　in　aynu．
　　In　this　paper，　I　consider　the　prestige　goods　or　the　l口（or　such　as　treasures　that　are　the　sword，　the　lac－
quer　ware　and　the㎞asay（the　necklace　consisting　of　glass　balls）and　so　on，　from　Satsumon　period　to
Modern　Age．
　　K．YAMAURA（2000）introduced　the　trade　as　action　at　a　distance　by　C．　Renfrew．　It　is　from　Mode　1，
the　direct　approach，　to　Mode　10，　the　trade　at　the　barter　port．　And　he　an寸ved　at　the　conclusion　that　there
is　Mode　4　in　EpiJomon　period　and　Mode　80r　9　in　Satsumon　period．　At　present，　this　study　of　the　pres－
dge　goods　or　the　jkor　such　as　treasures　will　give　the　data　fbr　searching　the　trade　as　ac60n　at　a　distance
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1n　aynU　SOClety．
　　The　materials　of　Satsumon　Culture（Fig．3）
　　There　are　some　bronze　bowls　excavated　at　Biratori　To㎜，　Eniwa　City　and　Kushiro　City　in　Hokkaido
仕om　ab皿t　10th　century　to　12th　century．　In　these　materials，　S已力ar子bowls　from　so－called　Korea　Penin－
sula　are　including．　And　a　bronze　mirror，　Koshu（Hu－zhou）－kyo，　found　at　Zaimokucho　5　site　in　Kushiro
City　from　Sekko－sho（Chekiang）in　China，　it　may　be　12th　century．　These　kind　of　remains　are　of　Conti－
nental　origin．　Another　special　material　is　laquered　bowls　from　Honshu　found　in　Sapporo　City　and　Kush－
siro　City　from　10th　century　to　13th　century．　In　Yoichi　Town，　two　bronze　bells（taku）produced　from
China　are　found　in　a　grave　pit．　And　so　two　bronze　portions　of　belt（katai－kanagu）are　fOund　in　same
Yoichi　Town，　these　goods　may　be丘om　Honshu．
　　The　materials　of　Okhotsk　Culture（Fig．4）
　　It　is　a　we11一㎞ownねct　that　the　iron　and　bronze　ar丘facts　from　Mohe　or　Tongren　Culture　and　Jurchen
Culture　in　the　basin　of　the　Amur　River　and　the　Maritime　Province　of　Siberia　are　found　in　Okhotsk　Cul－
ture．　There　are　the　bronze　por廿ons　of　belt，　the　bronze，　coPPer　and廿n　bells（taku　and　suzu）and　iron　hal－
berds　and　so　on　found　in　Eshashi　To㎜，　Tokoro　To㎜，　Abashiri　City，　Nakashibetsu　Town　and　Nemuro
City．
　　The　peoples　of　Okhotsk　Culture　obtained　some　remains仕om　Honshu　as　well　as　many　metal　artifacts
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from　of　Con廿nental　origin．　For　example，　the　Warabite－tou　which　is　the　sword　with　bracken　like　handle，
are　f皿nd　in　Esashi　Town，　Abashiri　City，　Tokoro　Town　and　Rausu　Town．
　　The　materials　of　so－called　Middle　Age　and　Modem　Age（Fig．6～12）
　　Figs．6　and　7　are　the　Japanese　helmets　made　of　iron　and　bronze　found　in　Rumoi　City，　Fukagawa　City，
Biratori　Town，　Sapporo　City，　Kushiro　City，　Rikubetsu　To㎜，　Shiz皿ai　Town　and　Atsuma　Town．　The　end
of　hoe－like　materials（kuwasald）made　of　iron　and　copper　are　Figs．8　and　9　follnd　in　Kuriyama　Town，
Shakotan　Town，　Yakumo　Town，　Sapporo　City，　Shizunai　Town　and　Biratori　To㎜and　so　on．　It　was
recorded　in　the　old　documents　of　Edo　era　that　these　artifacts　were　the　treasure　n㎜ed　kira－us　tomi－
kamui，　the　god　of　treasure　with　horn，　in　aynu　society．
　　Another　archaeological　remains　are　the　bronze　mirrors　showed　Figs．10　and　11．　Most　of　the　mirrors
are　excavated　from　the　grave　pits　of　the　Middle　Age，　and　the　greater　part　of　the　mirrors　are　made　of
Japan　origin．　Whenever　the　dress　up　time，　aynu　women　wear　the　tamasay，　the　necklace　consisting　of
glass　balls，　and　the　sitoki，　the　mirror　or　the　disk　made　of　metal　hanging　down　the　lower　end　of　the
tamasay．　That　is　a　matter　of　c皿rce　the　tamasay　and　the　sitold　are　the　treasures　in　aynu　society．　In
referred　to　the　Fig．11－16～18，　the　brass　or　bronze　disks　like　the　sitoki　are　found　from　the　aynu　grave
pits　in　Akan　Town，　Setana　Town　and　Nemuro　City．
　　Besides，　the　special　artifacts　at　least　I　regard　them　as　the　prestige　goods　are　found．　For　example，
Fig．11－20～31　found　in　Tokoro　To㎜，　Biratori　Town　and　Chitose　City　are　the　iron　coi1－like　remains
which　are　probably　from　of　northem　peoples　origin　like　as　shaman’sbelt．　Fig．11－32～34　found　in
Biratori　and　Tokoro　Town　are　the　small　bronze　portions　and　the　origin　may　be　Mohe　and　Jurchen　Cul－
ture　in　Siberia．　In　these　bronze　portions，　a　example　of　Fig．11－34　found　in　Tokoro　To㎜belongs　to
O㎞otsk　Culture．
　　Fig．12　is　the　white　porcelains　of　Honshu　origin　which　were　excavated　at　Katsuyama－date　site　in
Kaminokuni　Town．　The　symbolic　mark　is　notched　out　of　the　bottom　of　these　plates　that　resemble　close－
ly　the　mark　of　itokpa，　the　mark　of　ancestor，　or　the　mark　of　sirosi，　the　sign　of　o㎜er，　in　aynu　society．　The
aynu　peoples　have　been　living　in　the　Katsuyama－date　may　think　these　porcelains　as　the　prestige　goods．
　　Conceming　the　trade　of　archaeological　materials，　a　lot　of　the　prestige　goods　or　the　ikor　such　as　trea・
sures　excavated　at　Menashidomari　site　in　Eshashi　Town　of　Okhotsk　Culture，　Moyoro　site　in　Abashiri
City　of　O㎞otsk　Culture　and　Ohkawa　site　in　Yoichi　Town　of　Satsumon　Culture，　Middle　Age　and　Mod－
em　Age．　So　these　three　archaeological　sites　may　be　main　barter　ports　of　trade　from　Satsumon　period　to
Modem　Age．
　　In　this　connection，　we　can　find　that　the　prestige　goods　are　placed　on　c力a訪∫in　the　old　documents　of
Edo　era，　and　around　the　ikor　many　plunderer　e幻st　in　aynu　legends．　For　example，也e　n㎜e　of　topa杭u－
mi（a　thief），ikasitumi（a　group　robbers）and　ikkatumi（a　nlf丘an）appear　at　the　main　area　of　Hidaka，
Tokachi，　Kushiro　and　Nemuro　district．　Thus，　it　can　be　said　that　there　is　a　possibility　that　a　study　of　the
prestige　goods　or　the　ikor　make　clear　the　process　of　a　forma60n　of　the　Aynu　culture．　We　should　treat
these　archaeological　remains　more　carefully．
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